
☆教育目標「自己を拓き、共に生きる、健康で品性の高い子ども」

○自分から学びます ○共に磨きます ○互いに鍛えます

【スローガン】キラキラとひとみが輝く二小の子ども

今年度の生き生きフェスティバルは、児童鑑

賞日（10/7）と保護者鑑賞日（10/8）の二日間

で実施しました。お子さんたちの発表はいかが

だったでしょうか。

各学年趣向を凝らした発表で、一人一人に活

躍の場がありました。嬉しかったのは、声を張

って出す自信をつけたお子さんがたくさんいた

ことです。コロナ禍で大きな声を出す機会の減

っていた現状ではありましたが、今回の発表を

きっかけに、大人数相手の表現について考え、

実践する様子がたくさん見られました。元気い

っぱいに表現している姿に、まさに「生き生き」

していると感じていただけたのではないでしょうか。（私の隣で、昨年度まで在職していた職員がみて

いましたが、この半年間での一人一人の成長に感激し、嬉しそうに感想を述べていました。）

こうしてすばらしい学びの場にできましたのは、お忙しい中お越しくださり、あたたかなまなざしで

応援してくださったたくさんの保護者の皆様のおかげであり、感謝申し上げます。また、PTA会長さん

はじめ常任委員の方々には、用具の出し入れ等ご尽力いただきました。ありがとうございました。

専門家の先生と
専門知識を有する方のお話を伺ったり、体験をしたりすることで、学びは広

がったり深まったりするものです。そこで、二小では積極的に外部講師を活用

しています。１０月もこれまでにいくつか外部講師招聘授業を実施しています

のでご紹介します。

〈JFAキッズサッカー〉１０月１３日（木）

１～４年生が参加し、JFAの講師によるサッカー教室を行いました。ボールに

慣れ親しむための面白い取組をたくさん体験しました。ボールを夢中で追いか

けながらみんなが笑顔になっていました。

〈木工教室〉１０月１４日（金）～

この日の１年生からスタートし、４年生までが体験します。材料から発想し、

組み合わせたり絵を描いたりして楽しい木工細工がたくさんできあがりました。

〈獣医師派遣事業〉１０月１７日（月）

低・中・高学年に分かれ、４匹の犬とのふれあいを通した授業を行いました。

獣医技師の方の話やふれあい体験を通して、命の大切さや相手を思いやる気持

ちについて考えることができました。
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１０月１２日（水）、いよいよこの時がやっ

てきました。二小にとって合奏県大会初出場の

日です。

今年、二小では「心を一つに」という言葉が

大切な場面で何度も出てきました。６年のＳ．

Ｙ さんが代表としてこの言葉を述べた時以来

よく取り上げられ、どうすればそうなるのか一

人一人がよく考える中で、とてもまとまりがよ

くなってきました。それが見事な演奏となって

表れるようになり、子どもたちは本当によくが

んばったと思います。

結果として、二小合奏部は「銅賞」を受賞し

ました！

もっと上位の賞を目標にしていたお子さんが多かったかもしれませんが、これは十分称賛される結果

だと思います。有志が集まった部活動、しかも５，６年生が大勢いる団体が多い中で、３年生以上の全

員で心を一つにしてここまでがんばってきたことは誇りです。

審査員による二小への講評用紙の中に、次のものがありました。

分かっていただけた嬉しさで、感激してしまいました。あまりにも有名な曲で、実際聴くだけだと簡

単そうなのですが、演奏してみるととても難しいのです。それを子どもたちは実直に努力して演奏でき

るようになり、「楽しかった！」の声も練習ごとに出るようになってきていました。そこをプロの方が

見取り、記してくださいました。私たちにとって宝物のような言葉です。こうしてやりきったことを一

人一人大きな自信にしてほしいと思います。

※ 保護者の皆様におかれましては、これまでの活動に対していつもあたたかなご支援・ご協力をあ

りがとうございました。また、当日も楽器の積み下ろしでたくさんの保護者の皆様にご協力いただ

きました。お忙しい中、ありがとうございました。

磐梯二小ワークショップ2022に係るお願い
１１月９日（水）に磐梯二小ワークショップ2022を開催いたします。

町の各幼・小・中で今年度より始めた取組で、既に開催したところの参

加者からは「楽しかった」の声が数多く寄せられています。

教職員もたくさん参加しますので、「先生方とゆっくりお話することが

できてよかった」「保護者のみなさんはこんな思いをもっていらっしゃる

んだ」と感じられる機会にしていきたいと願っております。

つきましては、一人でも多くの保護者の皆様にご参加いただければと思

っております。その時間帯のお子さんの対応についてご心配のある方につ

きましては、お連れいただければ、学校で時間を過ごすことができるよう

にいたします。

既にコドモンでご回答いただいた方も、「回答を修正する」で変更が可

能となります。どうぞご検討くださいますよう、お願いいたします。

コロナ禍で厳しい状況も多かったと思いますが、皆さん本当によく頑張ってこられたと思います。

モーツァルトの名曲、アイネクライネナハトムジークを色々な工夫をしながら、まさに楽しむ音楽

に完成されたと思います。

私はヴァイオリン奏者ですので、このシンプルなメロディーの演奏のむずかしさはよくわかります。

なので、みなさん本当にたくさんの練習をつんでこられたのだろうと感心しながら聴かせていただき

ました。


